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序

　本年報は，2014年度に文化財総合研究センターがおこなった，京都大学構内に残る遺跡
の発掘調査のうち整理の終了したものについて，その成果をまとめたものである。 4件の
発掘調査報告は，それぞれ学内の施設建設予定地内に残る遺跡を対象としたものであり，
京都盆地の一角を占める北白川を中心とする地域の，先史時代から近世・近代にいたる豊
富な資料を得て，過去の調査成果を再検討しつつ，まとめたものである。吉田南構内の調
査では，いわゆる「乙訓形土師器」と呼ばれる土器の出土をはじめとした古代・中世の土
地利用，北部構内の調査では，縄文時代の地形環境，また本部構内の調査では，中・近世
の白川道および幕末尾張藩邸に関する重要な知見が得られている。ご高覧いただき，ご高
評をお願いしたい。
　大学はその地域の文化財の調査・研究に先導的な役割を果たすとともに，それらの調査
・研究成果を有効に活用し，広く社会に発信することが求められている。当センターでは，
調査時における現地説明会やホームページ，あるいは尊攘堂での資料展示などを通して，
一般の人に広く知ってもらえるよう努めており，本年報もその一端を担っている。
　加えて昨年度からは，社会へより広く情報を発信する手段として，本学総合博物館と連
携して「文化財発掘」と題した特別展の実施に取り組んでいる。本年度も， 2月10日～ 4
月17日を会期として「文化財発掘Ⅱ―京大キャンパスの弥生時代―」という特別展を開催
している。総合大学という利点を生かして，調査・研究面は言うまでもなく，文化財の活
用・情報発信という面においても各研究科・研究所などのご協力をお願いしたい。
　終わりにあたり，学内におけるこうした発掘調査を遅滞なく進めるにあたっては，施設
部をはじめとした関係部局からの多大なご協力が不可欠である。関係各位に厚くお礼申し
上げるとともに，今後ともご支援ご協力をお願い申し上げる次第である。

　　2016年 3 月

� 京都大学文化財総合研究センター長　　　　　
� 吉 川 真 司　
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例　　　言

１　本年報は，京都大学構内で2014年 4 月 １ 日から2015年 3 月31日までに発掘，整理作業

をおこなった埋蔵文化財調査と保存の報告，および京都大学文化財総合研究センター

における研究成果をまとめたものである。

2　国土座標にしたがって一辺50ｍの方形の地区割りをして，遺跡の位置を表示した。

3　層位と遺構の位置については，国土座標第Ⅵ座標系（日本測地系，ｘ＝－108,000　

ｙ＝－20,000）が（Ｘ＝2,000　Ｙ＝2,000）となる京都大学構内座標により表示した。

4　遺構の略号は，奈良文化財研究所の方式にしたがって，井戸：ＳＥ，土坑：ＳＫのよ

うに表示し，各調査ごとに通し番号を １から付した。

５　遺物には，遺跡の調査名を示すローマ数字と，調査ごとの通し番号を １から付した。

　　この遺物番号は，本文，実測図，写真を通じて表示を統一した。

　　Ⅰ：京都大学吉田南構内ＡＭ21区の発掘調査

　　Ⅱ：京都大学北部構内ＢＦ32区の発掘調査

　　Ⅲ：京都大学本部構内ＡＵ27区の発掘調査

　　Ⅳ：京都大学本部構内ＡＴ22区の発掘調査

　　（例　Ⅰ１：京都大学吉田南構内ＡＭ21区出土遺物 １番）

６　原則として，遺物の実測図は縮尺1/4，遺物の写真は約1/2に統一した。他の縮尺のも

のは，それぞれに縮尺を明記した。

７　参考文献は，本文中に〔著者名　発表年〕の形式で表わし，巻末に一括した。

８　古代・中世土師器の型式分類は，とくにことわりがない場合，『京都大学埋蔵文化財

調査報告Ⅱ』（1981年）にしたがっている。

９　本文の執筆者名は各章の初めに列記した。また，遺物の撮影は，それぞれ報告者が担

当した。

10　編集は，冨井眞が担当し，千葉豊，伊藤淳史，笹川尚紀，内記理，磯谷敦子，柴垣理

恵子，長尾玲，藤森良祐が協力した。
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